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奈良国立博物館
だより

通年　なら仏像館
珠玉の仏たち

通年　青銅器館
中国古代青銅器

～1月14日㈰　　
西新館

新たに修理された文化財
～1月14日㈰・2月10日㈯～3月17日㈰
西新館

珠玉の仏教美術特
集
展
示～1月14日㈰

西新館

－特集 春日の御巫－
みかんこ

おん祭と春日信仰の美術特
別
陳
列

4月13日㈯～6月9日㈰
東・西新館

－密教のルーツとマンダラ世界

生誕1250年記念特別展
空海　KŪKAI（予告）特

別
展2月10日㈯～3月17日㈰

西新館

お水取り特
別
陳
列

名
品
展

重要文化財　不動明王坐像（奈良・普門院）



春日若宮御祭礼絵巻 中巻（部分）（奈良・春日大社）

二月堂縁起 上巻（部分）（奈良・東大寺）

春
日
鹿
曼
荼
羅
（
奈
良
・
北
京
終
町
春
日
講
）

二
月
堂
曼
荼
羅
（
奈
良
・
東
大
寺
）

金
銅
三
鈷
饒
（
咒
師
鈴
）（
奈
良
・
東
大
寺
）

お
ん
祭
と
春
日
信
仰
の
美
術

　
　
―
特
集
　

春
日
の
御
巫
―

令
和
5
年
12
月
9
日（
土
）〜
1
月
14
日（
日
）

特
別
陳
列

み
か
ん
こ

お
水
取
り

2
月
10
日（
土
）〜
３
月
17
日（
日
）

特
別
陳
列

　
春
日
大
社
の
冬
の
大
祭「
春
日
若
宮
お
ん
祭
」は
、

平
安
時
代
に
若
宮
社
が
建
て
ら
れ
た

翌
年
、保
延
二
年（
一
一
三
六
）

に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、こ
の
度

八
八
八
回
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
館
で
は
、こ
の
伝
統
あ
る
お
ん
祭
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、

絵
画
や
文
献
史
料
、芸
能
資
料
等
を
通
じ
て
、お
ん
祭
の
歴
史
と
祭
礼
を
紹
介
す
る
特
別
陳
列

「
お
ん
祭
と
春
日
信
仰
の
美
術
」を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
展
覧
会
で
は
毎
回
、特
集
と

な
る
テ
ー
マ
を
設
け
て
き
ま
し
た
が
、十
六
回
目
の
今
回
は「
御
巫
」す
な
わ
ち
春
日
大
社
の

巫
女
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。今
日
の
よ
う
に
神
社
に
常
駐
し
て
神
楽
を
奉
納
す
る
巫
女
は
、春

日
若
宮
に
始
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、お
ん
祭
と
春
日
信
仰
の
歴
史
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
装
束
や
史
料
を
通
じ
て
御
巫
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

神楽装束（二人舞）・簪（奈良・春日大社）

　
東
大
寺
の
年
中
行
事
と
し
て
有
名
な「
お
水
取
り
」（
毎

年
３
月
１
日
〜
14
日
）。正
し
く
は「
修
二
会
」と
い
い
、二

月
堂
の
本
尊
に
対
し
、「
十
一
面
観
音
悔
過
」と
い
う
法
会

を
行
う
も
の
で
す
。こ
れ
は
一
年
の
内
に
起
き
た
過
ち
を

懺
悔
し
、あ
わ
せ
て
除
禍
招
福
を
祈
る
も
の
で
、天
平
勝
宝

四
年（
七
五
二
）に
実
忠
和
尚
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
て
以

来
、一
度
も
途
絶
え
る
こ
と
な
く
今
日
ま
で
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。お
水
取
り
の
期
間
を
は
さ
ん
で
行
わ
れ
る
本
展

で
は
こ
の
法
会
で
実
際
に
使
わ
れ
て
き
た
香
水
杓
や
鐃
と

呼
ば
れ
る
特
殊
な
鈴
の
他
、二
月
堂
縁
起
や
二
月
堂
曼
荼

羅
と
い
っ
た
関
連
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、同
時
開
催
す
る
東
大
寺
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
特
集

展
示「
二
月
堂
―
修
二
会
を
支
え
る
法
会
空
間
―
」を
ご
観

覧
頂
い
た
方
に
は
、限
定
の
特
製
散
華
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い

た
し
ま
す
の
で
、会
場
受
付
に
て
東
大
寺
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
半
券
を
ご
提
示
下
さ
い
。
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か
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こ

み
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　  

し
ゅ 

に
　
え
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

じ
ゅ
う
い
ち
め
ん
か
ん
の
ん 

け
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う 

え

さ
ん 

げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

じ
ょ
か
し
ょ
う
ふ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　じ
っ
ち
ゅ
う
か
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
ず
い
し
ゃ
く
　
　
に
ょ
う



重文　阿弥陀如来坐像（京都・泉屋博古館）
彩色層の剝落止め作業

国宝　両界曼荼羅（高雄曼荼羅）のうち金剛界（部分）
（京都・神護寺）

国宝　金銅密教法具（京都・教王護国寺〈東寺〉） 国宝　聾瞽指帰 下巻（部分）（和歌山・金剛峯寺）

　長
い
歴
史
を
経
て
今
に
伝
わ
る
文
化
財
は
、そ
の
多
く
が
過

去
に
人
の
手
に
よ
る
修
理
を
受
け
な
が
ら
大
切
に
保
存
さ
れ

て
き
た
も
の
で
す
。こ
れ
ら
の
文
化
財
を
さ
ら
に
未
来
へ
と
継

承
し
て
い
く
た
め
に
、当
館
で
は
、彫
刻
・
絵
画
・
書
跡
・
工
芸
・

考
古
の
各
分
野
の
収
蔵
品（
館
蔵
品
・
寄
託
品
）に
つ
い
て
、毎

年
度
計
画
的
に
修
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　本
特
集
展
示
で
は
、前
年
度
ま
で
に
修
理
さ
れ
た
収
蔵
品
の

中
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
文
化
財
を
展
示
公
開
す
る
と
共
に
、そ

の
修
理
内
容
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

特
集
展
示

新
た
に
修
理
さ
れ
た
文
化
財

〜
１
月
14
日（
日
）

　空
海
生
誕
一
二
五
〇
年
を
記
念
し
て
、空
海
が
も
た
ら
し
た
密
教
の
国
際
的
な
ル
ー
ツ

を
た
ど
る
と
と
も
に
、空
海
ゆ
か
り
の
至
宝
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

　「虚
空
尽
き
、衆
生
尽
き
、涅
槃
尽
き
な
ば
、わ
が
願
い
も
尽
き
む
。」
　

　空
海
が
人
々
を
救
う
た
め
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
密
教
で
し
た
。密
教
は
イ
ン
ド
で
誕

生
し
、『
大
日
経
』の
教
え
と
、『
金
剛
頂
経
』の
教
え
と
い
う
二
つ
の
系
統
が
中
国
・
唐
に
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
二
つ
の
流
れ
を
融
合
さ
せ
た
の
が
、空
海
の
師
・
恵
果
で
、恵
果
は

密
教
の
す
べ
て
を
空
海
に
授
け
ま
す
。

　本
展
で
は
、密
教
が
日
本
に
至
っ
た
伝
来
の
軌
跡
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
、空
海
が
日

本
に
も
た
ら
し
た
密
教
を
解
き
明
か
し
ま
す
。
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生
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一
二
五
〇
年
記
念
特
別
展（
予
告
）

空
海
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Ū
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密
教
の
ル
ー
ツ
と
マ
ン
ダ
ラ
世
界

4
月
13
日（
土
）〜
6
月
9
日（
日
）



東
大
寺
二
月
堂
本
尊
「
大
観
音
」
に
つい
て
の
憶
測

話題

　当
館
学
芸
部
研
究
員

　伊
藤
旭
人

　
奈
良
に
春
を
告
げ
る
、お
水
取
り（
修
二
会
）。こ
の
法
会
が
行
わ
れ
る
東
大
寺
二
月
堂
の
本
尊
は

「
大
観
音
」、「
小
観
音
」と
呼
ば
れ
る
大
小
二
軀
の
十
一
面
観
音
像
で
あ
る
。い
ず
れ
も
絶
対
秘
仏
の
た

め
拝
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
類
秘
抄
』な
ど
の
記
録
を
通
じ
て
、そ
の
姿
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
小
観
音
は
、頭
上
面
を
三
段
に
表
す
珍
し
い
十
一
面
観
音
像
で
あ
る
こ
と
は
、描
か
れ
た
図
像
に

よ
っ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、大
観
音
の
方
は
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。と
も
に
修
二
会
の
本
尊
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、実
は
大
観
音
の
図
像
と
し
て
断
定
で
き
る
も
の
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。た
だ
、

光
背【
図
１
】や
天
衣
の
一
部
は
、江
戸
時
代
の
火
災
以
後
、本
体
か
ら
離
れ
て
保
管
さ
れ
て
お
り
、こ

れ
ら
か
ら
金
銅
製
の
等
身
像
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。今
回
は
、大
観
音
が
ど
の
よ
う
な
尊
像
で
あ
る

の
か
想
像
し
て
み
た
い
。

　
さ
て
、そ
も
そ
も
二
月
堂
は『
東
大
寺
要
録
』巻
第
四
に
よ
る
と
、東
大
寺
初
代
別
当
・
良
弁
の
弟
子

で
あ
る
実
忠
が
開
き
、天
平
勝
宝
四
年（
七
五
二
）に
初
め
て
十
一
面
悔
過
を
修
し
た
と
い
う
。ま
た
天

文
十
四
年（
一
五
四
五
）に
製
作
さ
れ
た「
二
月
堂
縁
起
絵
巻
」で
は
、生
身
の
観
音
を
求
め
た
実
忠
が

難
波
津
で
百
日
間
の
祈
請
に
よ
り
観
音
像
を
感
得
し
、そ
の
観
音
像
を
今
日
の
二
月
堂
に
安
置
し
て
、

天
平
勝
宝
四
年
に
初
め
て
十
一
面
悔
過
を
修
し
た
と
伝
え
て
い
る
。実
忠
感
得
の
観
音
像
と
は
小
観

音
を
指
し
、縁
起
の
中
で
大
観
音
は
登
場
し
な
い
。

　
ま
た
、平
安
時
代
の
巡
礼
記
録『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』に
よ
る
と
、か
つ
て
小
観
音
は
、普
段
は
東
大

寺
の
印
蔵
と
い
う
倉
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、修
二
会
の
期
間
中
に
の
み
二
月
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、二

月
堂
本
来
の
本
尊
は
大
観
音
で
、小

観
音
は
修
二
会
専
用
の
本
尊
で
あ
っ

た
が
、小
観
音
が
二
月
堂
に
常
置
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、小
観

音
の
縁
起
が
二
月
堂
自
体
の
縁
起
と

し
て
波
及
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

で
は
、本
来
の
本
尊
で
あ
る
大
観
音

は
い
つ
製
作
さ
れ
た
、ど
の
よ
う
な
尊
像
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
絶
対
秘
仏
の
た
め
、尊
像
の
比
較
検
討
は
叶
わ
な
い

が
、【
図
１
】に
表
さ
れ
た
線
刻
図
に
つ
い
て
は
、東
大

寺
大
仏
の
台
座（
蓮
弁
）の
線
刻
図
よ
り
も
製
作
時
代

が
下
る
と
い
う
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
。福
山
敏
男
氏

は
、天
平
宝
字
六
年（
七
六
二
）正
月
か
ら
夏
に
か
け
て

「
銅
菩
薩
所
」で
造
ら
れ
た「
銅
菩
薩
像
」を
二
月
堂
本

尊（
大
観
音
）に
当
て
、二
月
堂
の
建
立
も
こ
の
時
期
と

推
定
し
て
い
る
。

　
次
に
尊
容
に
つ
い
て『
奈
良
六
大
寺
大
観
』（
東
大
寺

二
）に
よ
る
と
、高
さ
六
尺
余
り（
約
一
八
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
）、聖
観
音
と
も
い
わ
れ
る
金
銅
十
一
面
観

音
立
像
で
、二
月
堂
内
陣
中
央
の
岩
盤
上
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
。ま
た
、東
大
寺
別
当
を
歴
任
さ
れ
た

平
岡
定
海
氏
は
、著
作『
東
大
寺
辞
典
』の
中
で「
天
平
期
の
金
銅
聖
観
音
」と
述
べ
て
い
る
。以
上
か
ら
、

少
な
く
と
も
大
観
音
は
蓮
華
座
で
は
な
く
、盤
石
座
上
に
立
つ
、ほ
ぼ
等
身
の
観
音
立
像
と
分
か
る
。

　
十
一
面
観
音
と
聖
観
音
が
な
ぜ
混
同
す
る
の
か
不
思
議
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、想
定
さ
れ

る
要
因
の
一
つ
に
仏
像
の
構
造
上
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。一
般
的
に
十
一
面
観
音
像
の
頭
上
面
は
、

別
で
作
っ
た
も
の
を
取
り
付
け
る
例
が
ほ
と
ん
ど
だ
か
ら
だ
。分
け
て
作
ら
れ
た
部
材
は
長
い
歴
史
の

中
で
失
わ
れ
や
す
く
、後
世
に
補
わ
れ
た
例
も
多
い
。大
観
音
も
、も
し
か
し
た
ら
頭
上
面
が
失
わ
れ
た

十
一
面
観
音（
つ
ま
り
外
見
は
聖
観
音
）な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、実
際
に
二
月
堂
本
尊
と
し
て
聖
観
音

を
表
し
た
作
例
が
あ
る
。

　
二
月
堂
は
、寛
文
七
年（
一
六
六
七
）二
月
十
四
日
の
火
災
に
よ
っ
て
、奈
良
時
代
以
来
の
堂
舎
が
残

念
な
が
ら
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。し
か
し
僅
か
二
年
後
に
は
再
建
さ
れ
、徳
川
綱
吉
の
母
、桂
昌
院
は
御

正
体（
懸
仏
）を
寄
進
し
た
。こ
の
御
正
体
に
は
、十
一
面
観
音
で
は
な
く
左
手
に
華
瓶
、右
手
は
与
願
印

を
結
ぶ
聖
観
音
が
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る【
図
２
】。

　
記
録
に
よ
れ
ば
、寛
文
七
年
の
火
災
の
際
、大
観
音
は
焼
け
落
ち
る
二
月
堂
の
な
か
で
ひ
た
す
ら
に

立
ち
続
け
て
い
た
と
い
う
。秘
仏
で
あ
る
こ
と
か
ら
火
災
後
す
ぐ
に
帳
で
覆
わ
れ
た
と
い
う
が
、も
し

か
し
た
ら
火
災
に
耐
え
た
大
観
音
の
姿
が
聖
観
音
に
見
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
以
上
、二
月
堂
大
観
音
に
つ
い
て
、ひ
た
す
ら
に
憶
測
を
並
べ
て
み
た
。結
論
、い
か
な
る
姿
で
あ
る

の
か
定
か
で
は
な
い
。し
か
し
な
が
ら
、他
見
を
許
さ
な
い
絶
対
秘
仏
と
い
う
性
格
が
、筆
者
の
興
味
を

掻
き
立
て
る
の
で
あ
る
。

　【
図
１
】　
重
要
文
化
財
　
二
月
堂
本
尊
光
背 

身
光（
東
大
寺
）

【図２】　二月堂御正体（東大寺）
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名
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珠
玉
の
仏
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

な
ら
仏
像
館

　　令
和
5
年
12
月
19
日（
火
）〜

【
彫
　
刻
】

〔
第
1
室
〕

　阿
弥
陀
如
来
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　個
人

◎
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　文
化
庁

　不
動
明
王
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　正
智
院

　天
部
形
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　法
明
寺

　善
導
大
師
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　念
佛
院

　尼
藍
婆
坐
像
・
毘
藍
婆
坐
像

　
　
　西
南
院

〔
第
２
室
〕

◎
阿
閦
如
来
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　西
大
寺

◎
文
殊
菩
薩
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　薬
師
寺

　釈
迦
如
来
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　東
慶
寺

　毘
沙
門
天
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　如
法
寺

　侍
者
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

〔
第
３
室
〕

　阿
弥
陀
如
来
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　如
来
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　法
徳
寺

　阿
弥
陀
如
来
坐
像

　
　
　
　
　
　
　現
光
寺

　阿
弥
陀
如
来
立
像

　
　
　
　
　
　
　善
集
院

　阿
弥
陀
三
尊
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

〔
第
４
室
〕

◎
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　海
住
山
寺

　如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像

　
　
　
　
　
　当
館

　如
来
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

◎
諸
尊
仏
龕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

◎
諸
尊
仏
龕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　寂
照
寺

〔
第
５
室
〕

◎
誕
生
釈
迦
仏
立
像

　
　
　
　
　
　
　正
眼
寺

◎
誕
生
釈
迦
仏
立
像

　
　
　
　
　
　
　悟
真
寺

　誕
生
釈
迦
仏
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　当
館

◎
菩
薩
半
跏
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　神
野
寺

◎
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　法
起
寺

　観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　法
徳
寺

　観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　興
福
院

◎
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　法
隆
寺

◎
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　観
心
寺

◎
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　金
剛
寺

　十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　一
乗
寺

　如
来
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　誕
生
釈
迦
仏
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　個
人

　二
仏
並
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

　十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　個
人

　力
士
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

◎
如
来
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　光
明
寺

　如
来
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　方
形
独
尊
坐
像
塼
仏（
中
国
出
土
）

　
　当
館

　三
尊
塼
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　南
法
華
寺

　火
頭
形
三
尊
塼
仏（
伝
橘
寺
出
土
）

　
　当
館

　小
型
独
尊
塼
仏（
三
重
県
夏
見
廃
寺
出
土
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　塑
像
断
片〔
迦
楼
羅
頭
部
ほ
か
〕

　
　（
奈
良
県
川
原
寺
裏
山
遺
跡
出
土
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　明
日
香
村
教
育
委
員
会

　塑
像
断
片〔
天
部
・
僧
形
像
ほ
か
〕

　
　（
滋
賀
県
雪
野
寺
出
土
）

　
　
　
　福
命
寺

〔
第
６
室
〕

　天
部
形
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　兵
庫
県

◎
広
目
天
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　興
福
寺

◉
薬
師
如
来
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　元
興
寺

　如
来
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　阿
弥
陀
如
来
坐
像

　
　
　
　
　
　
　歓
喜
寺

〈
特
別
公
開
〉
　〜

3
月
24
日（
日
）

◎
不
動
明
王
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　普
門
院

〈
特
別
公
開
〉

◎
金
剛
力
士
立
像

　
　
　
　
　
　
　金
峯
山
寺

◎
力
士
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

〔
第
７
室
〕

◎
光
背（
二
月
堂
本
尊
所
用
）

　
　
　
　東
大
寺

　観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

◎
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　文
化
庁

◎
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　勝
林
寺

◎
千
手
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　園
城
寺

◎
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　地
福
寺

◎
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　勝
林
寺

◎
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　新
薬
師
寺

◎
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　薬
師
寺

◎
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　当
館

〔
第
８
室
〕

◎
如
来
三
尊
像

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

◎
如
来
三
尊
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

◎
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　当
館

　四
天
王
立
像
残
片

　
　
　
　
　
　
　西
大
寺

◎
阿
弥
陀
如
来
立
像（
裸
形
）

　
　
　
　浄
土
寺

◎
梵
天
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　秋
篠
寺

◎
救
脱
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　秋
篠
寺

〔
第
９
室
〕

◎
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　松
尾
寺

◎
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　西
光
院

◎
准
胝
観
音
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　文
化
庁

◎
明
星
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　弘
仁
寺

◎
地
蔵
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　大
福
寺

　地
蔵
菩
薩
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　万
福
寺

〔
第
10
室
〕

◎
不
動
明
王
坐
像

 

 

　
　
　正
寿
院

◎
不
動
明
王
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　妙
法
院

　不
動
明
王
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

　軍
荼
利
明
王
立
像

　
　
　
　
　
　
　園
城
寺

　大
威
徳
明
王
騎
牛
像

 　
　
　
　
　
　
　当
館

〔
第
11
室
〕

　龍
神
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　薬
師
寺

　獅
子
・
狛
犬

　
　
　
　
　
　與
喜
天
満
神
社

◎
蔵
王
権
現
立
像
（
五
軀
）

　
　
　大
峯
山
寺

　十
二
神
将
立
像
（
子
〜
巳
神
）

　
　
　当
館

　持
国
天
立
像
・
増
長
天
立
像

　
　
　法
徳
寺

　天
部
形
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　個
人

〔
第
12
室
〕

　二
天
王
立
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　室
生
寺

　毘
沙
門
天
立
像

　
　
　
　
　
　高
尾
地
蔵
堂

　帝
釈
天
坐
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　室
生
寺

　吉
祥
天
倚
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

〔
第
13
室
〕

〈
特
別
公
開
〉

◎
金
剛
力
士
立
像
像
内
納
入
品

 　
　金
峯
山
寺

　阿
弥
陀
如
来
立
像

　
　
　
　
　
　
　浄
土
寺

◎
菩
薩
面（
三
面
）

　
　
　
　
　
　
　
　浄
土
寺

　破
損
仏
像
残
欠
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　当
館

令
和
6
年
2
月
10
日（
土
）〜
3
月
17
日（
日
）

【
絵
画
】

　西
行
物
語
絵
巻

　復
元
模
写

　
　
　文
化
庁

　役
行
者
像

　
　
　
　
　
　福
住
町
上
入
田
区

◎
孔
雀
明
王
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　文
化
庁

　十
巻
抄（
経
法
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　長
谷
寺
縁
起
絵
巻

　巻
第
一

　
　
　
　長
谷
寺

　熊
野
本
地
仏
曼
荼
羅

　
　
　
　
　
　文
化
庁

　新
羅
明
神
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　聖
護
院

　天
川
弁
才
天
曼
荼
羅

　
　
　
　
　
　能
満
院

◎
吉
野
曼
荼
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　西
大
寺

　弁
才
天
十
五
童
子
像

　
　
　
　
　
　専
称
寺

　子
島
荒
神
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

【
書
跡
】

　別
訳
雑
阿
含
経

　巻
第
十（
五
月
十
一
日
経
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　宝
厳
寺

◎
大
般
若
経（
安
倍
小
水
麻
呂
願
経
）

　慈
光
寺

　法
華
経（
紫
紙
金
字
）

　
　
　
　
　
　
　当
館

　広
弘
明
集

　巻
第
十
七（
中
尊
寺
経
）

　当
館

　明
恵
上
人
夢
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　明
月
記
断
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

◎
叡
尊
書
状

　建
長
元
年
三
月
二
十
一
日

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　西
大
寺

　毘
尼
母
経

　巻
第
五（
足
利
尊
氏
願
経
）

　当
館

【
考
古
】

弥
生
時
代
の
青
銅
器

〈
特
別
公
開
〉

　銅
鐸（
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
松
帆
地
区
出
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　南
あ
わ
じ
市

　銅
鐸（
和
歌
山
県
み
な
べ
町
出
土
）

　
　当
館

　銅
鐸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　妙
国
寺

　銅
鐸（
静
岡
県
浜
松
市
出
土
）

　
　
　
　当
館

 

名
品
展

 

珠
玉
の
仏
教
美
術

西
新
館

龍神像（薬師寺）

力士立像（当館）



【
表
紙
解
説
】

木
造
　
彩
色

像
高
八
三
・
〇
㎝

平
安
時
代
（
九
世
紀
）

奈
良
・
普
門
院

不
動
明
王
坐
像

ふ
ど
う
み
ょ
う
お
う
ざ
ぞ
う

重
要
文
化
財

　
桜
井
市
に
位
置
す
る
普
門
院
不
動
堂
の
本
尊
。
か
つ
て
大
神
神
社
の
神
宮
寺

で
あ
っ
た
平
等
寺
に
ま
つ
ら
れ
て
い
た
が
、
明
治
時
代
初
頭
の
神
仏
分
離
を
経

て
平
等
寺
が
廃
絶
し
た
た
め
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
普
門
院
に
迎
え
ら

れ
不
動
堂
の
本
尊
と
さ
れ
た
。

　
太
く
う
ね
る
眉
、
眼
球
の
ふ
く
ら
み
を
強
調
し
た
両
眼
、
先
端
の
尖
っ
た
鼻

が
つ
く
る
怪
異
と
も
い
う
べ
き
忿
怒
相
や
、
肉
体
の
弾
力
を
感
じ
さ
せ
る
重
量

感
に
富
ん
だ
体
軀
、
す
る
ど
い
衣
文
の
彫
法
は
平
安
時
代
初
期
の
特
色
を
顕
著

に
し
め
し
て
い
る
。
個
性
派
ぞ
ろ
い
の
平
安
初
期
不
動
明
王
像
の
な
か
で
も
屈

指
の
優
品
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　

隆
介
（
当
館
学
芸
部
主
任
研
究
員
）

※
名
品
展
「
珠
玉
の
仏
た
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」
に
て
、
３
月
24
日
（
日
）
ま
で
特
別
公
開

◆「奈良博メンバーシップカード」
　「国立博物館メンバーズパス」のご案内
　当館の特別展（記名者本人のみ4回まで）や名品展・特別陳
列（常設展）を無料でお楽しみいただける「奈良博メンバーシ
ップカード」を販売しております。「奈良博メンバーシップカー
ド」の特典として、各特別展にて研究員の解説付きの特別鑑
賞会（抽選制）を実施しております。
　また、国立博物館４館の平常展（当館では「名品展」）等を
無料でご観覧いただける「国立博物館メンバーズパス」も販売
中です。
　詳細は右記QRコードからご確認いただくか、
当館観覧券売場へお問い合わせください。

◆キャンパスメンバーズ

◆奈良国立博物館賛助会
　令和6年1月1日現在、特別支援会員1団体、特別会員7団体、一
般会員（団体）14団体、一般会員（個人）117名のご入会をいただい
ております。

〔特別支援会員〕　㈱読売新聞大阪本社
〔特別会員〕　㈱奥村組西日本支社、㈱朝日新聞社、
　　　　　　　㈱ライブアートブックス、
　　　　　　　㈱大和農園ホールディングス、㈱葉風泰夢、結の会
〔団体会員〕　日本通運㈱関西美術品支店、㈱尾田組、
　　　　　　　㈱木下家具製作所、㈱天理時報社、 
　　　　　　　㈱きんでん奈良支店、奈良信用金庫、ひかり装飾㈱、  
　　　　　　　㈱南都銀行、小山㈱、㈱ワールド・ヘリテイジ、
　　　　　　　奈良県有名専門店会、㈱ゴードー
〔個人会員（新規）〕　
　　　　　　　竹林　曉様　令和5年10月ご入会
　　　　　　　花木　順子様　令和5年10月ご入会
　　　　　　　金井　博基様　令和5年11月ご入会
　　　　　　　杉森　光子様　令和5年11月ご入会
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中
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古
代
青
銅
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シ
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ン
）

青
銅
器
館

5,000円
（※博物館だより送付有）

4,500円
（※博物館だより送付無）

中
国
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代
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に
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れ
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を
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＝
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※
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示
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一
部
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　令和6年1月1日現在、「キャンパスメンバーズ」会員の大学等
は以下の通りです。
追手門学院大学文学部・国際教養学部、大阪大学・大阪大学歯
学部附属歯科技工士学校、大阪大谷大学、関西大学・関西大学
第一高等学校・関西大学北陽高等学校・関西大学高等部、関西
学院大学・聖和短期大学・関西学院高等部・関西学院千里国際
高等部・関西学院大阪インターナショナル、京都大学、京都外
国語大学・京都外国語短期大学、京都工芸繊維大学、京都女子
大学・京都女子高等学校、京都精華大学、京都橘大学、近畿大学
文芸学部・近畿大学大学院総合文化研究科、嵯峨美術大学・嵯
峨美術短期大学、四天王寺大学人文・社会学部・教育学部、就実
大学人文科学部、帝塚山大学、天理大学、同志社大学・同志社女
子大学・同志社高等学校・同志社香里高等学校・同志社女子高
等学校・同志社国際高等学校・同志社国際学院国際部、奈良大
学、奈良教育大学、奈良県立大学、奈良工業高等専門学校、奈良
女子大学、奈良先端科学技術大学院大学、佛教大学、立命館大
学・立命館大学大学院、龍谷大学・龍谷大学短期大学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （以上、五十音順）
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❖ サンデートーク ❖

■　2月10日（土）
　「二月堂が国宝に指定された経緯を探る」
　狹川　普文　師（東大寺長老・東大寺総合文化センター総長）

【時　　間】　13：30～15：00（13：00開場）
【会　　場】　当館講堂 
【定　　員】　各回180名（事前申込抽選制）
【応募方法】　当館ウェブサイト「講座・催し物」→「公開講座」申込

フォームより必要事項をご入力の上、お申し込みくださ
い（WEB申込のみとなります）。

【受付期間】　1月15日（月）10：00～1月29日（月）17：00
【参加証の送付】　当選者には、2月2日（金）までに参加証（当選メー

ル）をお送りします。当日必ずご提示ください。
※聴講無料（展覧会観覧券等の提示は不要です）。
※応募は各回お1人様1回でお願いいたします。
※参加証で展覧会場に入場することはできません。
※当選者にキャンセルが発生した場合、繰り上げ当選連絡を行

います。詳細はウェブサイトをご覧ください。

❖ 公開講座　特別陳列「お水取り」　 ❖

　美術や歴史のこと、博物館の活動など、当館ならではの多彩な
テーマ、日頃聞くことの出来ない「通（つう）」なお話をご用意し
て、皆様をお待ちしております。どうぞお気軽にご参加ください。

【時　　間】　《1～3月》14：00～15：30（13：30開場）
　　　　　　《4～6月》13：30～15：00（13：00開場）
　　　　　　※2024年4月より開催時間が変更となります。

【会　　場】　当館講堂 
【定　　員】　各回180名（事前申込先着順）
【申込方法】　当館ウェブサイトより必要事項をご入力の上、お申し込
　　　　　　みください（WEB申込のみとなります）。

【受付期間】　各講座欄をご覧ください。
■　1月21日（日）
　「東日本大震災文化財レスキューの今」
　荒木 臣紀（当館学芸部上席研究員）

　今でも行われている東日本大震災で被災した文化財の保存
修理活動の中から、津波による被害を受けたガラス乾板が保
存修理を行いながら展示活用に向けて再評価されていくお話し
をします。
［受付期間　1月5日㈮ 12：00～1月20日㈯ 17：00］

■　2月18日（日）
　「イギリス王子たちがみた日本
　　 ―明治14年の旅行記と古写真から―」
　宮崎 幹子（当館学芸部資料室長）

　明治14年（1881）、イギリスの王子たちが日本を訪れ、奈良に
立ち寄りました。彼らは正倉院で宝物を拝観し、他にも多くの社
寺をめぐりました。彼らは何を見て、何を感じたのでしょうか。当
時の奈良の状況とあわせてお話しします。
［受付期間　2月2日㈮ 12：00～2月17日㈯ 17：00］

■　3月10日（日）
　「松帆銅鐸の軌跡」
　定松 佳重 氏（南あわじ市埋蔵文化財調査事務所主任）

　2015年に南あわじ市で7点の銅鐸と舌が発見されました。調
査が進むにつれ次 と々新しい事柄が判明し、銅鐸研究に大きな
波紋を広げました。今年で8年目を迎えた松帆銅鐸の軌跡をお
話しします。
［受付期間　2月22日㈭ 12：00～3月9日㈯ 17：00］

■　4月21日（日）
　「神社と鏡」
　中川 あや（当館学芸部教育室長）

　神社に奉納される鏡、神社の祭祀に用いられる鏡、神社周辺
の経塚に埋納される鏡など、神社と鏡の様々な関わりについて
近年の調査成果も交えながらお話しします。
［受付期間　4月5日㈮ 12：00～4月20日㈯ 17：00］

■　5月19日（日）
　「仏さまの《スカート》」
　岩井 共二（当館学芸部美術室長）

　如来・菩薩・明王は、「裙」という巻きスカート状の衣を着け
ています。裙の様々な着付け方を紹介することで、仏像の形状
理解を深めていきたいと思います。
［受付期間　5月2日㈭ 12：00～5月18日㈯ 17：00］

■　6月16日（日）
　「甦る古代美術―修復と復元、そして創作―」
　三田 覚之（当館学芸部主任研究員）

　一見美しく保たれているように見える古代美術。しかしその
裏には保存と修復の弛みない努力があります。また当初の姿を
甦らせる復元や、すでに失われたものの創作など、講師が携
わってきた文化を伝える裏側をご紹介します。
［受付期間　5月31日㈮ 12：00～6月15日㈯ 17：00］

※聴講無料（展覧会観覧券等の提示は不要です）。
※聴講には事前申込が必要です（当日申込でのご参加はできま

せん）。
※入場の際には、受付完了メール画面をご提示ください。
※応募は各回お1人様1回でお願いいたします。
※定員に達し次第締め切りとさせていただきます。

まつ ほ

くん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ころも

特別陳列 
「お水取り」

奈良国立博物館と東大
寺ミュージアムの両会
場をご覧頂いた方に二
月堂本尊光背をモチー
フにした限定の特製散
華をプレゼント致しま
す。
どちらかの会場受付に
てもう一方の半券をご
提示下さい。



〒630-8213 奈良市登大路町50番地（奈良公園内）　　ハローダイヤル 050－5542－8600　　ウェブサイト https://www.narahaku.go.jp/　

『奈良国立博物館だより』は、1・4・7・10月に発行します。郵送をご希望の方は、何月号かを
明記し、返信用封筒を同封して、当館の情報サービス室にお申し込みください。
※返信用封筒には宛名を明記し、長形3号の場合は94円切手を、角形2号の場合は120円
切手を貼付してください。　

※当館には駐車スペースがございませんので近隣の県営駐車場等（有料）をご利用ください。

銅　鐸
（松帆銅鐸）

銅製　鍛造　鍍金
縦33.2㎝　横39.9㎝
鎌倉時代（14世紀）
当館

※1月14日まで公開

青銅製　鋳造　
高22.1～32.2㎝　
最大幅13.1～18.7㎝
弥生時代前期～中期
（紀元前３～前２世紀）
兵庫・南あわじ市

展示品の
みどころ

尾長鳥文華鬘

名品展｢珠玉の仏教美術｣
特別公開

名品展「珠玉の仏教美術」

お 　な が ど り も ん 　け 　ま ん ど う 　 　 　た く

　2015年、淡路島の最南端、南あわじ市にある工場の一角で７
個の銅鐸が発見された。地名にちなんで「松帆銅鐸」と名付け
られたこれらの銅鐸は、わが国の銅鐸の中では古い段階に位
置付けられるもので、銅鐸研究を飛躍的に進展させる様々な知
見をもたらした。
　まず、銅鐸にはそれぞれに「舌」という細長い棒が伴ってい
た。これは銅鐸内部に吊り下げて音を鳴らすための部品である
が、銅鐸と一緒に発見されるのはとても珍しい。さらに、銅鐸の
吊り手や舌の一部には、吊り下げるための紐や、その痕跡が
残っていた。松帆銅鐸の発見によって、初期段階の銅鐸は、音
を聞く銅鐸であることが明らかになったのである。
　また、銅鐸は舌を吊り下げたまま、大きい銅鐸に小さい銅鐸
を入れた入れ子にして埋められていた。その理由は明らかにさ
れていないが、使用を終えた後の埋納のあり方を示す例として
大変注目される。
　松帆銅鐸が見つかった地域は、古くは江戸時代より銅鐸や
銅剣の発見地として知られている。瀬戸内を望む交通の要所に
位置するこの地域は、青銅器を埋める祭祀をおこなうにふさわ
しい、神聖な場所であったのかもしれない。
　今回は南あわじ市の協力により、当館での公開が叶うことと
なった。同時に展示される当館所蔵の銅鐸と見比べながら、「聞
く銅鐸」と「見る銅鐸」、各々の姿の美しさを味わって頂ければ
幸いである。　　　　　　　　中川　あや（当館学芸部教育室長）

　華鬘とは本来、花を連ねて神や仏に捧げたもので、現在でも

インドや東南アジアにおいてはマリーゴールドをはじめとした

生花が用いられている。わが国においては金銅製のほか、牛皮

製、木製、ガラス玉製といった工芸的に贅を尽した華鬘が平安

時代以降多く作られるようになり、仏堂の中を飾るようになっ

た。本作は滋賀県近江八幡市の浄厳院に伝来した金銅製の華

鬘で、中央に向かい合う尾長鳥を表わしているのが特徴的であ

る。全体の地は花の連なりを意味する宝相華唐草が透彫されて

おり、この花を束ねるものとして蝶結びの紐（総角）が垂らされ

ている。宝相華は仏の世界に咲き乱れるという空想上の花で、

尾長鳥は浄土の花園に舞い遊ぶ様を示しているのだろう。宝相

華の葉脈や尾長鳥の羽毛などが、繊細かつ的確なタガネの線

で表されるなど、細かな点まで注意が行き届いている一方、全

体の造形は大ぶりで充実感があり、鎌倉時代前期に遡る感覚

も見受けられる華鬘の名品である。

　　　　　　　　　　　　  三田　覚之（当館学芸部主任研究員）

■開館日時（1月～3月）
■開館時間／午前9時30分～午後5時
※2月3日㈯（節分の日）、3月12日㈫（籠松明の日）は午後7時まで。
※3月1日㈮～11日㈪、13日㈬・14日㈭（東大寺二月堂お水取り期間）は午
後6時まで。

※入館は閉館の30分前まで。

■休館日／毎週月曜日、1月9日㈫、2月13日㈫
※1月8日（月・祝）、2月12日（月・休）、3月4日㈪・11日㈪は開館。
※その他、臨時に休館日を変更することがあります。

■無料観覧日（特別陳列・特集展示・名品展）
／2月3日㈯（節分の日）

■観覧料金　名品展・特別陳列・特集展示

個人（当日）
一　般
700円

大学生
350円

※高校生以下および18歳未満の方、満70歳以上の方、障害者手帳または
ミライロIDをお持ちの方（介護者1名を含む）は無料です。
※奈良国立博物館キャンパスメンバーズ加盟校の学生及び教職員の方は
無料です。

※高校生以下および18歳未満の方と一緒に観覧される方は子ども1名に
つき同伴者2名まで一般100円引き、大学生50円引きとします（親子割
引）。

〔交通案内〕近鉄奈良駅下車徒歩約15分、またはJR奈
良駅・近鉄奈良駅から奈良交通「市内循環」バス（外回
り）「氷室神社・国立博物館」下車すぐ。

南あわじ市提供

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 じょうごんいん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほうそう げ からくさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あげまき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まつ ほ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぜつ


